
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

No.2044 
1月 29日例会 プログラム 「ミャンマー眼科医療活動について」 井上 康君 
2月 5日例会 プログラム 「ポーランドのシンボルになる動物」 Filip Gradek様 
1月 29日のメニュー ・お刺身・蓮根ボール和風あんかけ・ホタテみそ焼き・豚肉のアスパラチーズ巻きフライ・ご飯・おみそ汁・お漬物・フルーツ・コーヒー 
 

前回（1 月 22 日）例会記録 
 

会員総数 33名 出席者数 24名 欠席者数 9名 出席率 72.73％ 前回補正率 84.85% 
前回補正者 宮原君 白石君 

出
席
報
告 欠 席 者 緋田君 井上君 三谷君 三宅(孝)君 仲田君 小野君 上原君 安江君 山田(次)君 
 
 来 訪 者  井上 勲様（岡山西南 RC会長エレクト） 
 尾関 丈志様（（社）玉野青年会議所理事長）  
 松本 岳史様（（社）玉野青年会議所専務理事） 
 
 会 長 挨 拶   
 
 皆様今日は。先ず、今日のゲストをご紹介致します。岡山西南ロータリークラブ会長エレクトの井上勲様

です。次に玉野青年会議所 2010年度理事長の尾関丈志様と専務理事の松本岳史様です。ようこそいらっし

ゃいました。後程、井上様にはスピーチを、尾関様にはご挨拶を頂きます。 
 さて、この 1週間もいろいろニュースがありましたが、やはり気になるのは事業法人としては戦後最大の

経営破綻により会社更生法を申請し受理された日本航空 JALの今後だと思います。企業再生支援機構を管財

人、スポンサーとして再建を図る事になりましたが、この企業再生支援機構は 2009年 10月に株式会社企業

再生支援機構法により国の認可法人として設立されたばかりの法人で、有用な経営資源を有しながら過大な

債務を負っている経営不振企業の事業再生を事業目的とする非上場の株式会社です。官民出資で資本金は政

府と金融機関がそれぞれ 100億円出資し計 200億円ですが、支援する企業に融資や出資する際の資金は借入

金と社債発行で調達しますが、調達に使う政府保証枠を平成 21年度当初予算において 1.6兆円確保してお

り、今回の JALへの 3,000億円の追加出資にも利用されると思います。いずれにしても再生のプロの下での

再建ですので、また世界の空に羽ばたくものと確信しています。  
 ビジター挨拶   尾関 丈志様（（社）玉野青年会議所理事長） 
 
 皆様今日は。本日は玉野ロータリークラブの例会に参加させて頂きまして誠にあ

りがとうございます。そして日頃より我々（社）玉野青年会議所の活動に対しまし

て、多大なご協力とご理解を頂きますこと重ねてお礼申し上げます。 
 さて、2010年度はスローガンに「感謝」という言葉を掲げましてメンバー19名と

精一杯活動して参ります。我々若いメンバーですので少々経験が乏しく様々な失敗

や困難に直面することもあろうかと思いますが、玉野ロータリークラブ皆様のご支

援を頂きまして 1年間努力して参りますので、どうぞよろしくお願い致します。  
 幹 事 報 告   
 
・ 他クラブ週報、例会変更通知は回覧させて頂きます。 
 
 スマイル・ボックス   
 
・岡山西南 RC会長エレクト井上勲様からスマイル。 
・（社）玉野青年会議所からスマイル。 
・松尾君①、島田君①－井上勲様、よくいらっしゃいました。 
・藤田君－井上勲様、ようこそいらっしゃいました。1月 31日の IMパネリストご苦労様です、よろしく。 
・東川君①－井上勲様、ようこそいらっしゃいました。本日卓話よろしくお願いします。    
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・三宅(照)君－井上勲様、よろしくお願いします。 
・東川君②、松尾君②、島田君②－玉野青年会議所の尾関様、松本様、よくいらっしゃいました。 
・小野田君－松尾先生、いつもお世話になっています。   
・林君－本日早退。            ・渡邉君－公害審査会の為早退致します。  

 
 プ ロ グ ラ ム  「役に立つ催眠暗示法」  井上 勲様（岡山西南 RC会長エレクト） 
 
 テレビの番組で催眠術や気孔など、理解しがたい映像を目にすることがあり

ます。いずれにしても眉唾ではないか、やらせではないのかと疑いたくなるシ

ーンが次々と出てきます。しかし、日本には古来より言霊と言われるように言

葉には不思議と心を奪われるものです。つまり、催眠暗示は言葉による暗示法

なのです。ロータリーの皆様にも経験があると思いますが、多くの人がプロポ

ーズをする時は最大限の気持を込めて歯の浮くような言葉で伝えるはずです。

中には力ずくの人もいるとは思いますが、皆さんはそんなことは無いですよね。 
 また、言葉で重要なものに選挙などの演説があります。故田中角栄総理大臣などは当時、日本一のコピ

ーライターとさえ言われた人です。角栄節とさえ言われた彼の演説に、多くの国民は希望と期待を持った

のではないのでしょうか。 
 私達は、酒にも酔いますが言葉にも酔うわけです。日本語の特徴は音読みと訓読みがありますが、音読

みは中国から伝わった漢字の発音で 5、6 世紀に呉（修行・しゅぎょう）の時代。隋（旅行・りょこう）・

唐（行脚・あんぎゃ）の順番で鎌倉時代に入ってきたそうです。訓読みの言葉は日本古来の言葉で、これ

を大和言葉といわれます。言霊は実は大和言葉の時代から言われてきているので、もともと言葉の数が少

ないため一つの言葉で多くの意味を持つことが多くありました。もっと特徴のあるものに「俳句」があり

ます。皆様もご存知のように俳句は、5・7・5 でつくられます。短歌は 5・7・5・7・7 の五句体。俳句も

短歌も万葉集も歌舞伎の声色も、この 5・7が基本としてあり大和言葉を使っているのです。 
 実は、この 5・7が大変重要でして、私達が記憶しやすい言葉の数と言われています。例えば、電話番号

の基本は 3・4の計 7つです。7の数字はラッキーセブンと呼ばれ、マジカルセブンとも言われます。 
 つまり、暗示は短い言葉で大和言葉を多く使うと効果があると考えます。新聞・テレビなどのキャッチ

フレーズは短く、ひらがな言葉の方がヒットしやすいと思います。 
 それでは、暗示と言うものがどのくらい簡単に私達の記憶に入りやすいか実験します。ご期待ください。 
 
《以後、例会出席者数名に暗示をかける実験を数例行って頂きました。結果は次々と全て見事に成功し、 
本当に驚かされました。会報委員長》 
 


